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生活習慣 

○基本的な生活習慣づくり「あはは運動」の推進 

（早寝 早起き 朝ご飯） 

○家庭生活習慣づくり（「家庭学習の手引き」の活用） 

○ゲーム・テレビ・ケータイ等のルール（メディア講習会） 

○読書環境づくり 

○学校公開等への参加 

 

 

【長崎市 第５次総合計画の具現化】 

〇「書くこと」に重点を置き、言語活動を意図的に取り入れ、思考力・表現力の

向上を図る。 

〇授業において、めあての設定・終末での振り返りの習慣化を徹底する。 

〇校内研修を充実させ、ICT 機器の活用をはじめ、児童に「個別最適な学び」

を保障し、高まりのある「協働的な学習」の実践を行う。 

〇家庭との連携により、家庭学習の内容の充実と習慣化を図る。 

 

 

 

 

地域の教育 
〇地域行事での道徳性の育成 
〇PTA活動への積極的な参加と協力 
〇総合的な学習・生活科の地域講師の活用 
・さつまいも作り・押し花体験・昔あそび体験 

生活指導 

〇学校生活習慣の確立 

・元気なあいさつと返事 

・はさみ歩き 

・無言掃除  

・持ち物と履物の整理 

・時間を守る 

心の教育 

〇特別な教科「道徳」で豊かな心を育成 

〇人権教育の充実：いじめを「しない」

「させない」「傍観しない」強い心の育成 

〇キャリアパスポートによる自己肯定感

の育成 
〇平和教育の充実：人間尊重の精神を
養う。 

特別支援教育の充実 

〇校内支援体制の充実と共

通認識 

〇個性の把握と居場所のあ

る学級経営 

〇個別の支援計画・指導計

画の作成と活用 

〇交流及び共同学習の充実 

家庭学習の定着 
〇家庭学習のしおりの活用 

〇家庭学習の習慣化と記録（AI ドリルの活用等） 

〇自主学習の推奨と充実 

〇音読・読書の習慣化 

地域の協力 
〇地域の方々の学校教育への協力 
・学校評議員・民生委員・主任児童委員 
〇地域の安全確保 
・子ども１１０番の家（店）登下校の見守り 
〇子どもを守るネットワーク・育成協議会 

 

 基礎学力の向上 
  〇読書・音読の習慣化 
〇学習場面における ICT機器の活用 
〇言語活動の充実（対話を取り入れた学習活動） 
〇「学習の手引き」による学習規律の一貫性 
〇効果的な AI ドリルの活用 

支援体制 

〇学校サポーターによる学習支援 

〇特別支援教育支援員の有効な配置  

学習意欲の向上 

〇教材や指導法の工夫による楽しい授業作り 

〇共に学び合う協働学習の実施 

〇自分の伸びがわかる記録 

教師の指導力の向上 

〇「あじさいスタンダード」「長崎県授業改善メソッ

ド」「長崎県学びの習慣化メソッド」の活用 

〇校内研究の充実と効果的な校内研修の実施 

〇児童の実態や発達段階を踏まえた日々の教材研究

の充実と情報交換 

【学校教育目標】 

かやきのかがやき 
～かしこく・やさしく・きたえる子～ 

【かしこく】学びの中で、瞳が生き生き輝く子（知） 
【重点目標】 

全学年：学力調査の平均点が全国を 0.1ポイント以上、上回る。 

【長崎市 第５次総合計画】 

「長崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く子どもを育みます」 

【めざす姿】 

「子どもが長崎のまちを愛する気持ちを持ち、変化に対応しながら新たな時代を

強く生き抜く力を身に付けている。」 

○G1-1 確かな学力の向上を図ります。 

【めざす姿】子ども自らが学び、自ら考え、判断して主体的に行動できる「確
かな学力」を身に付けている。 

○G1-２ 健やかな心と体を育成します。 

【めざす姿】子どもが長崎を愛し、やさしく、たくましく生きるための豊かな心
や体力を身に付けている。 

○G1-３ 家庭・学校・地域の連携による教育の充実を図ります。 

【めざす姿】子どもが家庭・学校・地域の連携によって健やかに育っている。 

○G1-４ 安全・安心に学べる教育環境を整備します。 

【めざす姿】子どもが安全・安心な環境で学んでいる。 
 

【児童の実態】：令和７年度 学力調査の結果より 
≪国語≫ 

・３年生は、漢字の書き取り等、基礎基本はほぼ身に付いている。しかし、書くこと

については、全国平均を下回っている。条件作文を苦手としている児童が多く、条

件を満たすような作文にまとめる力に課題がある。 

・４年生は、全体的に全国平均を下回る結果となった。まず、基本的な読み書きの力

をつけていくことが必要である。 

・5 年生は、全体的に県平均を大きく上回っている。しかし、漢字の書き取り等でケア

レスミスがあった。基礎基本の反復練習が必要である。 

・6 年生は、全国平均とほぼ同等の結果であった。しかし、情報と情報を関係付けて説 

明することに課題がある。 

≪算数≫ 

・３年生は、全体的に全国平均を上回っている。しかし、領域別にみると、「データの

活用」において、グラフや表を読み取る設問に課題が見られた。 

・４年生は、基本的な計算問題のミスが多く見られた。基礎基本の定着が課題である。 

・5 年生は、全体的に県平均を上回っている。しかし、領域別にみると、「データの活 

用」において、グラフの特徴を理解し、必要な数値の読み取りに課題が見られた。 

・6 年生は、全体的に全国平均を下回った。しかし、観点別にみると「知識及び技能」

は平均を上回っている。表やグラフを読み取る力に課題がある。 

≪理科≫ 

・６年生は、平均正答数では全国平均を上回っていた。観点別にみると、「知識及び技

能」においては、全国平均より高いポイントである。「思考・判断・表現」において

は、全国平均を下回った。領域別においては、生命や地球に関する設問を苦手とす

る児童が多く見られた。 

令和７年度 長崎市立蚊焼小学校 学力向上プラン 

学力向上のための学校の取組 

学校を支える家庭や地域の教育力 

 

ＧＩＧＡスクール構想 

〇情報モラル：情報モラル系統表 

〇活用スキル：パソコン活用スキル・タイピング練習 

〇家庭との連携：ＡＩドリル・自主学習 

学習環境の整備 

〇施設の点検、安心・安全な環境整備 

〇ユニバーサルデザインを意識した教室環境 

〇学級園・学校園の整備 

〇清潔な学校 

 協働的学習 個別最適な学び  指導の個別化  学習の個性化 

学力向上の基礎となる安全・安心な学校づくり 


